
1 単元名　総合　「森林の素材を利用したものづくり」 　2時間

2 対象 第1学年　8名

3 単元のねらい

○

○　体験的な活動を通して、課題を追求し、よりよく解決する力を身につけ、生き抜く力を養う。

4 指導過程

T1　T2は外部講師に依頼した。

1

2

3

4

5

5 事後指導

・作品は教室内に展示し、互いに鑑賞できるようにする。

・帰校後、活動を振り返り作文にまとめる。

　身近にある森林に目を向け、森林の果たす役割や様子、環境についての関心を深め、
課題を探る力を高める

ペン型キーホルダーの作成を行い、工
具の使い方を身につける。

・工具での怪我がないよう
観察する。
・破損等がないよう注意喚
起を行う。

・形や色に注目できるよう声
をかける。

素材のどんな点を生かしたか互いに確
かめ合う。

・互いの良さを認められるよ
う促す。
・持ち運びに注意するよう
伝える。

（2）様々な素材を選び、加工する。

（3）ホットボンドなどを使って部品を接
合し、作品を作成する。

・生徒のアイデアを実現で
きるよう助言する。
・工具での怪我がないよう
観察する。
・ホットボンドでのやけどに
留意する。

活動内容

作業場所までの森林散策を行い、森
林の特性について知る。

木工素材の特性の説明を受ける。 10 T1　T2

10 学年教師 ・森林には複数種の樹木が
ある事に気付かせる。

T1　T2

時間 担当 教師の支援

50 T1　T2

学年教師

木工クラフトを作成する。

（1）デザインを考える

20

10 学年教師

574
タイプライターテキスト
　中学校
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平成２８年度 森林環境学習 廃材を利用した木製宝箱の製作（1 年総合学習）

１ 活動のねらい

〇自分たちを取り巻く環境に関心を持ち、森林の果たす役割を理解する。

〇間伐材を用いた製作活動を通して、身近な地域の森林やその利用に対する関心を高め

る。

２ 主な活動

田村森林組合の方を講師として招き、森林に関する講話を聞くとともに講師の方の指

導を受けながら間伐材を使用した作品を製作する。

〇森林環境学習の方法

・総合的な学習の時間を利用して実施する。

・田村森林組合から４名の職員の方を講師としてお招きする。

森林の働きについて講話を聞く。

間伐材を用いた作品製作を行う。

・補足資料となる文章を読み、森林の重要性についての理解を補う。

〇 活動内容

・森林環境学習のねらいと方法について

話題に上る環境問題と森や木の働きについて

間伐材を活かした作品づくりの事前準備について

・講話と製作活動

学年生徒全員で講話を聞き、森林の働きや間伐の必要

性について学ぶ。

間伐材を用いた製作キットを組み立て、一人ずつ宝箱

を作る。

・森林についての理解を深める

講話の内容を受け、補足となる資料を読み、森林およ

び環境保全の重要性についての理解を深める。

３ 活動の成果

〇 田村森林組合の方々を講師として学ぶことにより、森林の果たす役割の重要性や森

林を維持する上での課題について理解を深めるとともに、身近な問題としてとらえる

ことができた。

〇 講師の方々の丁寧な指導を受けながら製作活動に取り組むことで、木を材料とした

もの作りの喜びを味わうことができた。また、間伐材を有効活用することの意義とそ

の方法を学び、森林の利用に対する関心を高めることができた。

完成した木製宝箱
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森林環境学習実施計画
　中学校第１学年

１ ねらい

・森林組合の方を講師に招き、森林の果たす役割、森林を守る取り組みなどについての

講話や間伐材を使った製作を通し、森林環境についての理解を深める。

２ 実施日時 平成２８年１１月３０日（水）

１３時３０分～１５時２０分（総合的な学習の学習）

３ 場所 ３階視聴覚教室

４ 講師 ふくしま中央森林組合小野事業所業務課

　　　　 　　　　 様
５ 内容

(１) はじめの言葉

進行：（ 　　　　 ）
（ 　　　　 ）

(２) 校長先生のお話及び講師紹介

(３) 講話及び間伐材を使った製作

(４) お礼の言葉 ・・・ １組学級委員（ 　　　　 ）
(５) 終わりの言葉 （ 　　　　 ）

６ 準備など

(１) 服装は運動着

講話は、体育座りで聞く。

作業は２人１組で、床の上で作業をする。

(２) 必要なもの：① ハンマーを準備する。２３本以上。（技術室より）

② 雑巾２人で１枚 （生徒が準備）

③ 作業時に床に敷く新聞紙（学校で準備）

④ 絵を描く場合に必要なマジック ８セット程度（学校のもの）

⑤ 木工用ボンド （学校で準備）

７ 会場図及び並び方 （学年集会の隊形）

演 台 □

２組女 ２組男 １組女 １組男 □

○○ △△ ○○ △△ □

○○ △△ ○○ △△ □

○○ △△ ○○ △△

○○ △△ ○○ △△

○○ △△ ○○ △△

○○ △ ○ △ □ は講師・先生席



 

 

平成２９年度 第１学年 森林環境学習実施計画 

 

１ 目  的    間伐材を利用した木工クラフト製作や講師の先生による講話、学校周辺の森林観察

をとおして、森林の役割や、会津を中心とした森林環境に関する特徴、現状、諸問題

等についての理解を深め、森林環境を大切にしようとする意識を高める。 

 

２ 期  日   平成２９年９月５日（火）１校時～４校時 

 

３ 活動場所   一箕中学校体育館・校舎周辺・教室 

 

４ 日  程   

８：３０ ～ ８：５０  体育館入場、事前指導、準備 ※６班編制 

  ８：５０ ～ ９：００  開会式（講師紹介） 

森林環境学習 １ 

【木工クラフト：森林の間伐材を利用した木工作品製作に取り組む。】 

  ９：００ ～１０：１０  クラフトに関する全体説明・準備・移動・製作 

 １０：１０ ～１０：３０  後片付け、掃除、班ごとの写真撮影 

 １０：３０ ～１０：４０  休 憩 

森林環境学習 ２  ※小雨の場合は実施予定 

【講話・観察会：校舎周辺の森林環境・樹木に関する理解を深める。】 

 １０：４０ ～１０：５５  会津の自然や森林環境等に関する講話・観察会に関する全体説明 

 １０：５５ ～１１：０５  移 動              

 １１：０５ ～１１：３５  校舎周辺の森林観察会（講師の先生の説明を受けながら観察する。） 

 １１：４０ ～１１：５０  閉会式 ※校庭で実施 

 １１：５０ ～１２：２５  学習のまとめ（教室に移動し、森林環境学習のまとめを行う。） 

 

 ※雨天時(体育館)  

 １０：４０ ～１１：１０  会津の自然や森林環境、校舎周辺の森林等に関する講話 

 １１：１０ ～１１：２０  閉会式 

 １１：３５ ～１２：２５  学習のまとめ（教室に移動し、森林環境学習活動のまとめを行う。）

※後半の時間は、学年として「総合的な学習の時間」の学習を実施。 

 

５ 講  師   ＮＰＯ法人 福島県もりの案内人の会・会津支部（６名依頼） 

 

６ 経  費   ○収入  80,000円 市補助金   ○支出  38,400円  材料費 

                               36,000 円  講師謝礼 

                                5,600円  まとめ用紙代等 

 

７ 役割分担   ○全体計画・渉外    渡部     ：計画・報告作成、講師対応、資料作成 

         ○学習指導       吉 田、遠 藤 ：班編制、まとめ用紙準備 

         ○生徒指導       二 瓶、齋 藤 ：整列指導、心構え等指導 

         ○プログラム委員指導  佐藤     ：開会式、閉会式進行指導 

         ○会場準備       青 木、遠 藤 ：マイク、ブルーシート準備 

         ○写真撮影       磯 部、渡部 

 

８ そ の 他   ○服装はジャージとする。観察会は長袖・長ズボン、帽子着用。（小雨の時のため

に、各自雨ガッパを準備） 

         ○木工クラフトについては、学校でブルーシートを準備する。（６班分） 

          



１年森林環境学習実施計画(案)
～総合的な学習の時間～

中学校

１ ねらい

（１）森林のもつ国土保全や地球温暖化防止などの多面的機能を理解し，森林資源を適切に整備し

ながら循環的に利用していくことの大切さを学ぶ。

（２）地域の自然や歴史，環境について体験学習を通して理解を深め，自然愛護，環境保全の心を

育てる。

（３）北塩原村の自然景観を代表する銅沼・五色沼周辺の自然を観察し，郷土の自然と歴史に誇り

を持つ。

２ 実施学年 １学年（１６名）

３ 実施日 平成２９年９月２０日(水)【小雨実施】 予備日：９月２２日(金)

※なお，大雨・荒天時には，６時に緊急連絡網で順延の連絡をする。

また，学校配信メールでも通知する。

４ 引率者

５ 講 師 裏磐梯エコツーリズム協会 様 様

磐梯山噴火記念館 様

６ 学年テーマ 『磐梯山の噴火と自然環境の変化を知る』

（単元名）

７ 活動場所 北塩原村裏磐梯地区（磐梯山登山道【銅沼】 五色沼自然探勝路）

８ 移動方法 村バス

９ 日 程 道の駅（トイレ）

学校発 裏磐梯スキー場 銅沼 裏磐梯スキー場

8:30 バス 9:10 徒歩 10:00 徒歩 11:00 バス

（トイレ）

磐梯山噴火記念館 磐梯高原駅（昼食） 五色沼入り口(西側)

11:15 ～ 12:15 バス 12:20～13:00 徒歩 13:10 徒歩

（トイレ） （トイレ） （トイレ）

五色沼東側(ビジターセンター口) 学校着

徒歩 14:50 バス 15:40

（※ 方面途中下車）

10 持参物 【個人】筆記用具，リュックサック，タオル，弁当，水筒，雨具，軍手，

行動食（チョコや菓子パンなど ガムはダメ）［個人］

【学校】経口補水液ＯＳ－１

11 必要経費 ①磐梯山噴火記念館入場料 ４５０円×１６人＝ ７，２００円

（引率者の入場料は無料）

②資料代 ３６０円×１８人＝ ６，４８０円
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実施計画自然体験活動第 1学年

只見中学校第1学年

( 1）只見町の自然に触れる体験的な活動［恵みの森散策］を通して、 学校目標であ

る「ふるさとを愛する生徒jの育成を図る。

(2 ）仲間と協力しながら活動することを通して、 思いやりや協力の精神を養う。

(3 ）地域の方を講師としてお招きすることにより、 地域の方との交流を図る。

平成 29年 6 月 30 日（金） 8 : 3 0～1 5 : 0 0 

※J＂の水量が多い場合は［癒しの森］の散策に変更する

恵みの森における、 ブナをはじめとする樹木や草花、 動物、 魚の観察

小雨決行

的

日

目

期

1. 

...._
骨

師

内

誹 森の案内人（2名）

28名第1学年参加生徒

(5名）朗禎 一、 高原芳、 池上聡、 成田目黒寅夫、 斎藤率号｜

学校：救急パック、 ハ ンドマイク、 ロ ー プ、記録用カメラ、 ゴミ袋、 トランシーパ一

個人：運動着（長）、 帽子、 カッパ、 軍手、 靴［濡れてもよいもの］、 タオル

着替え［下着、 Tシャツ、 靴下等］、 昼食、 水筒、 リュック、 ビニ ール袋

総合学習パインダ一、 筆記用具

朝の短学活（出席・健康確認）

諾連絡※昇降口前

スクーノレパス1台輸送手段

物備準

2. 

qu

AHa

RU

氏U

ワ’

只u

8 : 2 5 8 : 1 0～ 程日9. 

8: 4 0 8:30～ 

恵みの森到着

開会式

散策

昼食

散策

閉会式

乗車・出発

只見中学校到着

総合学習及び前日 (6/2 7) 放課後実施

※話を聞く鶴度、 公衆マナー等

講師謝礼及ひ・パス代は学校及び町負担

乗車・出発

9 : 3 5 

9:40～1 1 : 5 0 

8 : 4 5 

9:15 

9:20～ 

1 1 : 5 0～1 2 : 3 0 

1 2 : 3 0～1 4 : 0 0 

·14:0 0～1 4 : 1 0

1 4 : 1 5 

1 4 : 4 5 

．事前指導

・経費

・也，ae’
 

のそ10. 
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平成２９年度 総合（郷土理解学習） 銅沼観察学習実施計画 
総合（１学年）担当 

中学校 
１ 目  的 

（１）磐梯山中腹の銅沼（あかぬま）及びその周辺の野外観察を通して、今も活動している活

火山・磐梯山について理解を深める。 
（２）火山の専門家を講師に招き、磐梯山の噴火と成り立ちについて学び、理解を深める。 

  
２ 実 施 日  平成２９年 ７月 １１日（火） １～４校時（５校時：反省・まとめ） 

※雨天延期の判断→７：３０（延期に備えて、授業の準備もする。） 
※予備日：７月 １４日（金） 

 
３ 参加対象  第１学年１４名（男子５名 女子９名） 

 
４ 引  率    、     ※講師：磐梯山噴火記念館副館長    さん 

 
５ 移動手段  バス  
          
６ 日  程     

    ８：４０      玄関集合→講師あいさつと諸注意→出発 
    ９：００      裏磐梯スキー場到着 
    ９：０５～      銅沼及びその周辺で野外授業（＊集合写真） 
              〔火山のつくりや噴火について知ろう！〕 

・裏磐梯スキー場の終点から～地震・噴火・被害 

・銅沼で火山を感じてみよう～噴火口東側スケッチ・歴史・地形・水質 

１２：１０      裏磐梯スキー場出発 

１２：３０      学校到着 

            給食なし・弁当 
１３：４５～     事後学習（活動の反省・まとめ） 
１４：４５～     ６校時普通授業 

 
７ 持ち物  筆記用具（色鉛筆も）、下敷き、雨具、飲み物、タオル、帽子、軍手、リュック、

長靴（前日雨天のとき）、双眼鏡（家にある場合）、敷物（岩などに座る時に使用） 
 

 ８ 服 装  ジャージ（長ズボン着用） 
 

９ 実施までの日程 
６月２６日（月）の週  事前打ち合わせ 
６月２９日（木）    事前指導 

    ７月１１日（火）    野外学習、事後学習 
    ９月 ３日（日）    北塩原村総合防災訓練 
   １２月            副館長による火山や噴火についての事後授業予定 
 
１０ 注意事項 

（１）引率の先生並びに講師の先生の指示に従って行動する。 
（２）準備をしっかりして参加する。靴は履き慣れたもので、底が厚めのものを履いてくる。 
（３）けがをしないよう十分注意する。（坂道、ハチ） 









1 目的

2 期日

平成2 9年度第一学年森林環境学習実施計画

( 1 ） 自然にふれあうことを通して、自然のすばらしさを 体感するとともに、自然を守ること
の大切さを理解する。

(2）集団行動を通して、協調性や公共心を養い、集団の一員としての自覚を高める。

平成2 9年6月30日（金）

3 場所および学習内容
( 1) 裏磐梯（北塩原村） 玉色沼自然探勝路コ ー ス

・毘沙門沼をはじめとした神秘的な五色沼をめぐるコ ー ス
・全長 3. 6 km 所要時間 約 70 分
－森の案内人によるガイドっき

( 2) 石箆ふれあい牧場（郡山市）
－家畜動物園で飼育している動物とのふれあい体験

＊ 小雨決行。
＊ 大雨の場合はアクアマリンいなわしろカワセミ水族館および県立博物館見学。

4 参加者 1年生54名

5 引率者 佐藤直也、渡部輝幸、佐藤靖子、坂内米子、黄 衛（5名）

6 交通手段 貸切パス （中型パス2台）

7 日程 7:50 本郷中学校校庭集合
8:00 出発式 8:20 出発

1 0 : 0 0 裏磐梯高原駅着
1 0 : 1 5 トレッキング開始
1 1 : 3 0 裏磐梯ビジタ ーセンター 前着
1 1 : 3 5 裏磐梯サイトステ ー ションにて昼食
1 2 : 0 5 出発
12:40 石鐘ふれあい牧場着
1 4 : 1 0 石箆ふれあい牧場発
1 6 : 0 0 本郷中学校着

1 6 : 0 5 解散式 1 6 : 2 0 解散、下校

8 経費 ＊石鑑ふれあい牧場の入場料 （一人あたり12 0円）は学年予備費から支出する。
＊旅行保険代金（一人あたり10 0円）は総合 保険掛金から支出する。
＊交通費、森の案内人のガイド料は町の森林環境事業から補助を受ける。

9 服装 運動着（長袖・長ズボン、中に夏の運動着着用）・白帽、履きなれた運動靴

10 持ち物 昼食、飲み物、雨具（カッパ）、タオノレ、しおり、筆記用 具、
こづかい：500円程度（ふれあい牧場での飲み物代など）

11 その他 ・裏磐梯ビジタ ーセンタ ー 0241-32-2850 
・石鐘ふれあい牧場 024-984-1000
・雨天時のカワセミ水族館およひ。鶴ヶ城見学の見学料240円 （水族館240円、県立博物館

無料）は学年予備費から支出する。
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森林環境学習について                                        

                                                                                                                                                                                会津若松市立第二中学校会津若松市立第二中学校会津若松市立第二中学校会津若松市立第二中学校        

１  ねらい 

地域の自然や歴史、環境について体験学習を通して理解を深め、自然を愛し環境を守るこ

との大切さを学ぶ。 

 

２ 参加者      

１学年（８６名） 

 

３ 実施日        

平成２９年６月３０日(金)    

   ※荒天時予備日７月１１日（火） 

   ※７月１１日（火）が雨天の場合 五色沼・磐梯山噴火記念館見学予定  

 

４ 引率者        

三浦・大瀧・室井・菊池ゆ・長澤・石田・一条・青柳・菊池恵（９名） 

 

５  講 師        

事前学習講師 教頭先生・大瀧 博先生・ 

現地講師   大瀧 博先生  もくもく自然塾 

 

６ テーマ      

『雄国沼の歴史、自然環境を知る。』 

 

７  活動場所     

北塩原村雄国沼周辺 

 

８ 移動方法      

貸切大型バス２台（会津交通観光）・緊急車両２台（職員乗用車借上） 

 

９ 日 程             

      前日   実施判断（校長、教頭、三浦、大瀧、菊池） 

           延期の場合、関係機関に電話連絡。 

○バス会社、鶴ヶ城会館駐車場、もくもく自然塾 

        ○昼休み、生徒に延期を知らせる。金曜日の普通授業。 

 ７：１５ 駐車場（鶴ヶ城会館）集合・点呼      

      ７：２０  出発式（諸連絡程度）  

 

 

 

 

１号車４７名 １組２８名  ＋ ３組１５名 三浦、大瀧、長澤、菊池 

２号車４７名 ２組２９名 ＋ ３組１４名 石田、一条、室井、写真館 

緊急車両 菊池恵、青柳 

 ７：３０ 出発 国道４９号・県道１２１号経由 

                裏磐梯「道の駅」でトイレ休憩 

９：２０  雄子沢登山口駐車場着  点呼・健康観察・準備運動後に登山開始 

      ９：３０  雄子沢登山口（標高約 800 メートル）より「せせらぎ遊歩道」登山開始   

        先導-もくもく自然塾・大瀧・長澤・１組・三浦、石田・２組・菊池ゆ、一条・

３組・室井・青柳 

    １１：１０  山小屋到着・点呼 



 

    １１：２０～１２：００  昼食・休憩・トイレ 

① 到着に時間差があるので、学級毎に昼食をとる。 

          〔留意点〕 

ア．山小屋の中及びその周辺で昼食をとり、体調確認を行う。 

イ．ゴミを落とさない、食べ物の汁も落とさない。 

ウ．他の登山者へのマナーを守る。 

エ．施設使用料は、委員長がまとめて納付する。 

         ② 集合写真撮影 

１２：１０ コース別集合出発＜１・５時間＞ 

① コースごと整列・点呼  

                  ② ケガや体調の悪い生徒がでた場合は、山小屋周辺散策とする。監督は緊

急車両担当者とする。 

   〔ジャイアンコース（雄国山頂 標高 1,231 メートル）〕 

    引率者：先頭-大瀧、中間・長澤、最後尾-一条・青柳   

〔しずかちゃんコース（雄国沼散策 標高 1,100 メートル）〕 

   引率者：先頭-もくもく自然塾・菊池、中間・石田、最後尾-室井、三浦    

 （菊池恵･･山小屋周辺監督） 

  １３：４０  山小屋着・点呼・トイレ休憩 

    １４：００  山小屋発  

         先導-もくもく自然塾・大瀧・長澤・１組・三浦、石田・２組・菊池ゆ、一条・

３組・室井・青柳 

    １５：３０  雄子沢登山口駐車場着 点呼 

    １５：４０  出発          裏磐梯「道の駅」トイレ休憩  

    １７：００ 駐車場着（鶴ヶ城会館） 

下車後、速やかに二中へ移動し、解散式（諸連絡のみ） 

10 持参物 

      □しおり □筆記用具（ペンのみ） □メモ用紙  □背中に背負えるカバン □帽子（黒

色は避ける） □軍手 □タオル □ジャージ（学校指定半袖運動着、長袖長ズボン）  

□着替え □ゴミ袋 □弁当（ゴミのでない工夫） □飲料水（ゆとりのある量）   

□高カロリーの固形携行食（下山完了まで保管） 

□はき慣れた運動靴（汚れても濡れてもよい、すべらないもの。またはﾄﾚｯｷﾝｸﾞｼｭｰｽﾞや靴

底が厚くハイカットの靴がある人はそれでもよい。） 

   □カッパや夏用ウインドブレーカーなど雨を通さない物（傘は使わない） 

    □自分の薬品（虫よけスプレー、帰りの酔止め薬、頭痛薬、胃薬、下痢止等必要な物） 

   □トレッキング用のストックを持っていっても良いが自己責任で管理すること。  

□カメラを持っていっても良いが自己責任で管理すること。 

□学年持参物 トランシーバー７機、無線、ゴミ袋、AED、医薬品（傷バン、虫さされ等 

引率者それぞれに持つ）、カメラ 

        

11  必要経費                 

バス代            １７２，８００円 

森林環境学習交付金（市補助）▽ ８０，０００円 

わくわく自然塾・講師料     １９，０００円 

山小屋使用料           ９，５００円 

雑費               ４，７５０円 

予備費             １１，２８６円 

合   計                 １３７，３３６円 

（生徒一人あたり １，５００円学年会費で集金済 合計１２９，０００円） 

（引率者集金                  合計  ８，３３６円） 



 

12  事前・事後学習 

（１）説明会・講演会・レポート作成 

 活 動 内 容 備   考 

①  

６月１２日（月）６校時 

・森林学習について  （菊池） 

・講演（４０分） 

 「森林環境について、マナーと緊急時の対 

応について」 

はだしの広場 

講師 

大瀧 博先生 

 

②  

６月２０日（火）６校時 

「裏磐梯の自然・地形・歴史、雄国沼散策に

ついて」 

・残り５分  選択コース希望アンケート 

はだしの広場 

講師 

 教頭先生 

③  
６月２８日（水） 学年集会 

・準備物や注意事項など事前指導 

はだしの広場 

 

④  
７月３日（月）（２時間） 

 ・個人レポート作成をする。 

 

（２）掲示教育 

  ① 掲示内容 

ア 裏磐梯の生物（動物・植物） イ 磐梯朝日国立公園 ウ 湿原の形成 

  ② 掲示場所 

   ア 英語メディア（1 学年の生活エリア） 

 

13  緊急の場合の対応 

（１）緊急車両 

  ① 雄子沢駐車場に車両を待機させる。 

（２）ケガ・病気への対応 

① 登山当日までに、骨折などで登山できない場合 

学校で学習（会議室） 

    ② 登山前に具合が悪くなった場合 

バスに待機し、緊急車両担当者が付きそう。 

③ 登山中に軽いけがをした場合 

引率者それぞれが持つ薬品で応急処置 

④ 登山中に登山を続けられないようなけがや病気の場合 

     下山し、緊急車両にて病院へ搬送する。その際は緊急車両担当者と他 1 名の教諭で下

山する。 

⑤ 動けなくなるようなけがや病気の場合 

     引率教師が背負える場合には、背負って下山する。その際は教諭 2 名以上の対応とす

る。または、近くの引率教師に託して、引率教師一人が連絡のため、携帯電話が通じる

ところまで下山し、消防署などに救助を要請する。 

（３）地震発生時 

  ① 発生規模や下山ルートの状況によっては一切の活動を中止し、適切な下山方法を検討す

る。 

（４）選択コース活動中における登山グループと湿原グループ間の連絡方法 

  ① 三浦先生（１台） 雄国沼担当者（２台）・雄国山登山担当者（２台）・ 

養護教諭（１台）・山小屋担当者（１台）はトランシーバーを携帯する。 

（５）天候急変時 



  ① 雷雨・濃霧発生時は行程を中止し、状況に応じて待機または下山する。 

 

14 定時投薬が必要な生徒への対応 

（１）養護教諭と行動を一緒にする。 

（２）登山途中で簡易な仕切を設営し、定時に落ち着いて投薬できるように配慮する。 

 

15 登山時の安全確保 

（１）野生生物について 

  ① 人間が集団で行動し、熊鈴を付けていても、被害に遭う事例が発生している。登山道及 

びその周辺の樹皮の爪痕やフンなどの痕跡よく観察する。また、遭遇時の対応を事前学習 

時に周知させておく。 

  ② スズメバチの巣近くでのフォバリングや警戒音に注意し、発見時は近づかないように後

続者に伝達する。 

  ③ ウルシが山道にある場合には、注意を後続者に伝達する。 

（２）遭難事故防止 

  ① 学校行事の登山において遭難事故が発生しているので、点呼を確実に行う。 

  ② 登山中の人員の間隔を広くしない。また、適切に休息を入れて集団の態勢を整える。 

  ③ 最後尾の引率者より後に生徒を残さない。 

 

16 関係機関一覧 

関係機関 電話番号 備考 

会津若松市教育委員会 0242－39－1303  

会津教育事務所学校教育課 0242－29－5320  

バス委託業者 0242－24－6611 会津交通 

鶴ヶ城会館 0242－28－2288 駐車場借用 

もくもく自然塾 0241－23－9018 裏磐梯 

サイトウ写真館 0241－24－0567  

福島県立医科大学会津医療センター 0242－75－2100 河東町谷沢字前田 21 番地 2 

猪苗代町立猪苗代病院 0242－62－2350 猪苗代町大字千代田字中島 26-2 

 



平成２９年度 総合（郷土理解学習） 早稲沢農業体験学習実施計画 
総合（１学年）担当 

中学校 
１ 目  的 
 （１）北塩原村の地場産業の１つである高原野菜づくりについて見学・体験することにより、

栽培と私たちの生活が、自然環境をとおして密接につながっていることを理解する。 
 （２）農家の方の指導を受けて、実際に収穫作業等を体験することにより、地域及び地場産業

についての理解を深める。 
  
２ 実 施 日  平成２９年９月２５日（月） １校時～４校時 （反省・まとめ含む） 
        ※雨天延期については、朝７：３０に判断し、学校から連絡を入れる。 

生徒には、延期に備え授業の準備もさせる。     
 
３ 場  所  早稲沢地区 農家（３軒） 
        担当：民宿「やませ」  さん  桧原字早稲沢 
 
４ 参加生徒  第１学年 １４名（男子５名 女子９名） 
 
５ 引  率    、 
 
６ 引率方法  村バス（運転手：   さん） 

 
７ 日  程          短学活を早めに行い、準備 
    ８：３０        玄関集合後、出発 

８：５０        早稲沢 民宿「やませ」到着 
    ８：５０～ ９：００  挨拶・諸注意・早稲沢の農業についてのお話 
    ９：００～１１：２０  各班に分かれて 農業体験学習（約２時間半） 
   １１：３０        集合・挨拶・早稲沢出発 （※集合写真） 

１１：５０        学校到着 
 
８ 持 ち 物  服装はジャージ（長袖・長ズボン）、帽子、長靴、軍手、飲み物、タオル  
 
９ 学校で準備する物  カメラ、救急用品 
  
10 実施までの日程 

９月２２日（金） 事前指導（SUT の時間）：活動の目的・内容の説明 
 
11 注意事項 

（１）準備をしっかり行い、当日は引率の先生並びに各班の農家の方の指示に従う。 
（２）こまめに水分補給を行いながら作業に取り組む。  
（３）けがをしたときや虫にさされたときは、先生や農家の方に話す。 

 
12 班編制  ２班編成（各班７人）※班分け、班長は後ほど決定 
 



平成2 9年度 森 林 教 室（総合的な学習の時間）

1 目 的

2 

3 

4 

5 

6 

( 1 ）木材加工を通して木に親しみ、 その技術を継承しようとする態度を育成する。

( 2）地域住民、 ボランティア等と連携を図りながら、 森林の働きを理解する。

( 3）地球温暖化防止に果たす森林保全の役割を理解する。

日 時 平成2 9年6月1 6日（金） 5 ・ 6校時

場 所 東中学校 多目的ホ ーノレ、 技術室

講 師 会津若松地方森林組合様 計3名

参加生徒 1学年生徒 3 2名

日 程

集合 1 2 : 5 0 場所：多目的ホ ール

1 開講式 1 3 : 0 0 進行（ 担任 ） 

① 開会のことば （ 学級委員長

② 講師紹介 校 長

③ 日程説明 学年担当

④ 諸連絡 （ 担任 ） 

⑤ 閉式のことば （ 学級副委員長 ） 

2 森林学習 1 3 : 1 0～ 1 3 : 4 0 場所：多目的ホ ーノレ

3 プランタ 一作成

4 開講式 1 5 : 2 0～

① 開会のことば

1 3 : 4 5 ～ 1 5 : 1 5 場所：技術室

進行（担任）

（ 学級委員長

② 講師の先生からの講評 森林組合 様

④ お礼のことば （ 生徒代表 ） 

⑤ 諸連絡 （ 担任 ） 

⑥ 閉式のことば （ 学級副委員長 ） 

7 注意すべきこと

( 1 ）工具の使い方を理解させ、 安全面に注意させる。

8 服装・準備物

生徒：O運動着 Oかなづち（学校備品）

教師：Oデジタノレカメラ Oプロジェクタ ー

9 その他

( 1 ）森林学習を20 ～ 30分程度実施してから、 プランタ一作成を行う。

プランタ ー の材料費は一 人（1200）円かかる。

猪苗代町立東中学校





森林環境学習指導案

教科名：総合的な学習の時間

単元名：テーマ「 地域を知ろう 」

実施学年：1学年（生徒20名、 引率教諭2名）

本時の目標：「 南会津地域の自然環境を知る

学習過程

学習活動

1 課題を把握する。

時間
教師の支援

実体験とガイドさんの話を聞
き、 森林について考える。

2 ガイドさんの話を聞く。

． 

注意点
ポイント

3 田代山登山（特殊な，森林の学習）
実体験
山頂だけではなく、 途中の森林も

学習する。

4 本日寺の学習を振り返り、 気づいた
ことや感想をまとめる。

授業者

5 分 lo 事前学習とのつなが
りを意識させる。

1 0分 lo 生徒が理解している
かどうか実態を把握す
る。（質問、 声かけ）

5時間 lo 様子を見てメモをさ
せる。

O 説明の中で特殊な生
態などがあれば、 一緒
に共感する。

1 0分10 事後学習や文化祭で
の発表を意識させ、 細
かくメモをとらせる3

0 メモした内容や考え
たことを確認する。

（観察、 質問）

指導者

0 森林学習の注意点（安
全面）と学習のポイント
を説明する。

0 植物や生態について
実物を用いて説明する

0 森林や自然に対しての
思いを伝える。

0 本時の反省点を伝え
る。
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案導旨±14習学司寸牙会社

もりの案内 人

単元名 校舎敷地内の樹木と草花の調査観察
本時のねらい
0校 舎施設と周辺環境を配慮して建設された庭園のすばらしさを、樹木の観察を通して発見 し、

身近な樹木についての知識や理解を高め、体験活動を通して、環境問題に関心を持たせる。
活動の流れ

1 

2 

3 

学 習 内 位廿旬 時間 分担 0指導・支援の留意点 ※評価

1 開会行事 10 学年主任、

・敷地内の樹木観察会の目的 担任 0 本校敷地内に見られる数多くの樹木につ

－森の案内人の紹介（ 2 名）と いて、その名前や由来、特徴、使用目的

あいさつ など注意深く聞き取り、ワ ー クシー トに
－観察ボ ー ドとワ ー クシ ー ト配 まとめるよう指示する。

付、使用方法についての説明

2 校舎敷地内に何種類くらいの もりの 案 0学校新設の際、計画的に約3 0種類の樹

樹木が植えられているか、また 内人 木が植えられたこと、その種類が県内の

知って いる樹木はあるか 確認す 中学校では最大規模であることを説明す

る。 る。

3 樹木を観察する（学級ごとに 60 担任 。もりの案内人の説明をしっかり聞き 、注

フィ ー ルドワ ー ク）。 意深く樹木を観察するよう声かけを行

－もりの案内人の説明をもとに う。また、安全面配慮させる。

樹木の名前を予想し、ワ ー ク

シー トに記入する。 もりの 案 0樹木番号順に木々の紹介をし、答えのヒ

ケヤキ、エゴノキ、ナナカマド、ヤマ 内人 ントを提示する。

ボウシ、ツゲ、シラカパ、イロハモミ ※ヒントをもとに、木々の名前を予想する

ジ 、 ナッツバキ、コウヤマキ、イチョ ことができたか 。（観察、ワ ー クシー ト）

ウ、サルスベリ、ウメモドキ、アカマ ～ヒント（例）～

ツ、モミ、サラサドウダン、アオダモ、

タニウツギ、スズカケ、ネズミモチ、

ニシキギ、アジサイ、メタセコイア、

－福島県、　　村の木

－　　中学校のシンボルツリー

－野球のバットの用材と して使用される

ヤブツバキ、 ニ レ、ヲリ、テマリカン ・絶滅したと考えられていたが、1945年

ボク に中国で発見され、各地に広がった

4 樹木観察のまとめ 30 もりの 案 0もりの案内人から樹種の確認を行い 、泉

－学習の振り返り、正解の発表 内人 崎中学校敷地内の樹種の多さを再確認さ

せる。

5 閉会行事

事後指導 2 担任 0観察会時に撮影した写真や植物図鑑、校

植物観察のまとめを行う。 日寺 舎の配置図を提示し、イラストマップに

－学習した樹木の配置をそれぞ 閑 まとめさせる。

れ特徴と合わせイラストマッ ※意欲的に活動することができたか

プにまとめる。 （イラストマップ）





木材の特徴
授業実践例 中学1年生（技術・家庭科）

1. 単元名 材料と加工法 木材の特徴

2. 本時の目標

0 木材の基本的な特徴を調べ、 その特長を生かした利用方法を知る。

3. 学翠過墾

形態
， 

学習活動・内容 （時 0指導上の留意点

間）

1. 学習課題を把援する。 一斉 0今後の設計・製作に生かすために木材の特徴と

木材の基本的な特徴を調べ、 そ ( 5 性質、 利用方法について学習することを伝える。

の特長を生かした利用方法を知

ろう
題

把
2. 木材について、 これまでの経験や観察 r，ト 0気づいた特徴を発表させ、 それらを分類し、次

から気づいた特徴を話し合い、 発表す 7• の活動へとのつながりを持たせる。

揖
る。 ( 1 

・見た目や手触り重さなどについて話 0 ) 

し合う。

3. 木材の一般的な特徴について調べる。 一斉 0まさ目材、 板目材、 こぐち、 こぱは、 製作にも

・実際の見本の木材を見ながら木材の ( 1 関わるので必ず押さえさせる。

特徴や各部の名称を調べる。 5 ) 0節が枝の跡であることを知らない生徒が多いの

． で触れる。

・実際の木材の繊維方向による強さや 0木材の強度異方性や木材の変形について説明し

題
変形の仕方を調ペる。 まとめさせる．

－針葉樹と広葉樹の違いとそれぞれの利 0密度の違いや見た目の遣い、 加工法について説

用例を調べ、 ほかに利用されている 明し、 それ告と生かした利用法についてまとめさせ
解

例や、 利用場面などを発表する。 る。

8た
4. 木質資源の有効利用方法についてまと 一斉 0環境的側面から木質資源は、 植栽した樹木の 枝

める。 ( 1 打ちゃ間伐など適切な森林管理を行い、 計画的に

5 ) 生産・利用することによって、 再生可能な資源と

なること、 無駄なく資源が有効活用されているこ

とを資料を利用しながら説明する。

ま 5. ＊質材料の特長を生かして利用されて 一斉 0実際の製品に使われている理由を、 木材の特徴

と いる製品についてまとめる。 ( 5 を踏まえて説明し、 まとめさせる。

め
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森林環境学習指導案 
                                                        中３９ いわき市立田人中学校 
 
１ 学年・教科    １年 技術 
 
２  単 元 名  生活に役立つものづくり（木工）１１時間 
         ①「コースター」作り ４時間  
         ②「本立て」作り      ７時間 
 
３ 本時のねらい 
  ○木を使って生活に役立つものづくりを行うにあたって、実際に学校林から切り出した間伐材

を使ってコースターを製作することで、木の特性を知るとともに間伐の必要性を知る。 
               
４ 活動の流れ（コースター作り→本立て作り） 

学 習 内 容 時間         教 師 の 支 援 
１ 森林の働きについて知っているこ 

とを話し合う。 
  ・保水と洪水の防止 
 ・木材としての活用 
 ・水の浄化 
 
２ 間伐材（ヒノキ）を見て感じたこと

を話し合う。 
  ・固い 
 ・香りがいい 
 
３ 間伐の役割を理解する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○小学校の理科等で学んだことや持っている知

識を振り返らせ、 
 
 
 
 
○木材が生活に役立つものであることに気づか

せ 
 
 
 
○間伐があることで木が良く育ち、材木として

活用できるようになることを知らせ、間伐の重

要性を理解させる。 
 

４ 身近な木材を使って作れるものを知

る。  
 ①間伐材を使ったコースター 
 ②集成材で作った本立て  等 
 
 
 
 
５ コースターの作り方を知る。 
  ①間伐材を切る 
 ②道具を使って削る 
 ③サンドペーパーで磨く 
 ④焼き印を押す 
 

 
 
 
 
 
 
 １ 
 
 
 
 
 
 
 

○先輩が製作した木製コースターや本立てを見

せ、木材で生活に役立つものを作れることを理

解させる。 
○コースター作りを行うことで木の特性や道具

の使い方に慣れさせる目的があること、また、

その後に本立て作りを行うことを知らせ、活動

への意欲を持たせる。 
 
○コースター作りを通して、木の特性に慣れさ

せる。 
○コースター作りに使う道具とその使い方を説

明し、製作の手順を理解させる。 
○木の特性を知り、道具の使い方を身につける

ことは、本立て作りに生きることを理解させる。 
６ コースターを製作する。 
 
 

 
２ 

本時  

○道具の使い方に注意させ、示した手順に合う

ようにコースターを作らせる。 
 

７ 本立てを製作する。 
 
 

 
 ７ 
 

○木の特性をよく理解させた上で、生活に役立

つものとしての本立て作りに臨ませる。 
 

 



              授業の写真（田人中学校）No１        中 39 

 

 

間伐材の切断 

コースター作り 

本立て作り ① 



             授業の写真（田人中学校）No２        中 39 

   

本立て作り ② 

本立て作り ③ 







２年森林環境学習実施計画(案)
～総合的な学習の時間～

中学校

１ ねらい

（１）森林のもつ国土保全や地球温暖化防止などの多面的機能を理解し，森林資源を適切に整備し

ながら循環的に利用していくことの大切さを学ぶ。

（２）地域の自然や歴史，環境について体験学習を通して理解を深め，自然愛護，環境保全の心を

育てる。

（３）北塩原村の自然景観を代表する檜原湖畔の自然を観察し，郷土の自然と歴史・文化に誇りを

もつ。

２ 実施学年 ２学年（１１名）

３ 実施日 平成２９年９月１２日(火) 【小雨決行】 予備日：９月１３日(水)

※なお，大雨・荒天時には，６時に緊急連絡網で順延の連絡をする。

また，学校配信メールでも通知する。

４ 引率者

５ 講 師 裏磐梯エコツーリズム協会 様 様

６ 学年テーマ 『北塩原村の地域の特性と歴史を知る』

（単元名）

７ 活動場所 北塩原村北山・大塩・裏磐梯地区周辺

８ 移動方法 村バス

９ 日 程

学校発 柏木城（現地説明・見学） 旧米沢街道【八丁壇の一里塚

8:30 バス 8:45～9:45 バス 10:00 徒歩

（トイレ）

萱峠茶屋跡 中ノ七里一里塚 一ノ渡戸古戦場 蘭峠 穴沢一族五輪塔

11:10 バス （車窓より）

大山衹神社】 桧原歴史館見学 昼食（湖辺で 雨天：ｻｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ）

11:30～11:50（トイレ） 12:00～12:40

裏磐梯ｻｲﾄｽﾃｰｼｮﾝ（守り狐の制作・散策）

13:30～15:00 （トイレ） バス

学校着・解散（※ 方面途中下車）

15:40

10 持参物 【個人】筆記用具，リュックサック，タオル，弁当，水筒，雨具，軍手，

行動食（チョコや菓子パンなど ガムはダメ）

【学校】経口補水液ＯＳ－１

11 必要経費 ①桧原歴史館見学料（１人 １００円）

②トイレ使用料 （１人 １００円）

③守り狐材料費 （１人 ４００円）



第2学年保護者様

平成 2 9年 6 月 2 3 日

只見町立只見中学校長 今 井 仁

同 第2学年主任 遠 藤 学

第2学年自然体験活動実施のお知らせ J

梅雨の候 皆様におかれましてはますますご健勝のことと推察いたします。また、日頃よ

り本校教育活動ι対しまして、 ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
さて、総合的な学習の時間の一環として、自然体験学習を計画いたしました。昨年度の「恵

の森Jに続き、今年度はf尾瀬国立公園（尾瀬沼）Jを散策し、尾瀬の植生、生態系など、の
生物多様性に触れるとともに、集団行動を通して、思いやりや協調性を育む場としたいと思
います。

つきましては、下記のように実施いたしますので、お子様の参加をご承諾いただくととも
に、 準備等のご協力をお願いいたします。

1. 期 日 平成29年 7月 7日（金）
2. 目的地 尾瀬国立公園（尾瀬沼）
3. 参加生徒 只見中学校第2学年 3 0名

4. 講 師 現地ガイド4名
5. 輸 送 貸切りパス1台
6. 引 率 今井 仁・遠藤 学・星 嘉人・目黒 紗智・長谷部佳代
7. 日 程 行き帰りともに只見、明和地区は、各振興センタ ーで地区ごとに乗り降

りします。 ※到着時刻は多少前後することをご了承ください。
7:00 只見振興センター発 1 3 : 0 0 長蔵小屋出発
7 ; 1 5 只見中学校発 14:30 沼山峠出発
7:30 明和振興センタ ｝発 15:00 御池発
9:30 御池 1 7 : 1 5 明和振興センター 着

1...0 : 0 0 沼山峠 1 7 ': 3 0 只見中学校着
1 1 : 3 0 尾瀬沼畔「長蔵小屋j昼食 1 7 : 4 5 只見振興センタ ー着

8. 準備物 服 装 学校指定運動着・帽子 ・ リュックサック
持参物 弁当・水筒・筆記用具・メモ帳・雨具・タオル ・ ナイロン袋

薬（酔い止めなど）・カメラ・腕時計・現金 1,000 円程度
8. その他 O水分補給は水筒を原則としますが、不足する場合スホ・

】外。 リンクなどのに川
ポトル持参可とします。

0展漉沼でのトイレ使用は有料［100 円］となっているため、小銭の準備を3宝
庫買いLます。

0補食として飴やチョコレー トなど、少量持たせていただいて構いません。
O台風、雷等を除き、 雨天決行とします。





森林環境学習指導案

教科名：総合的な学習の時間

単元名：テーマ「 地域の自然について考えよう J 

実施学年：2学年（生徒1 5名、引率教諭3名）

本時の目標：「 南会津郡の自然環境について知り、保全のための行動について考えよう。 J 

学習過程
教師の支援

学習活動

1 課題を把握する。
ガイドさんの説明を聞き、尾

瀬特有の自然とその保全につい
て考えよう。

時間

5分 をし乙だ

者一
ん

堂
来
一
尚
子

。

授一
で
る

一
習
せ

一
学
さ

一
前
識

一
事
意

指導者

2 ガイドさんの説明を聞き、散策の 110分 ro 生徒が理解している10 森林学習のポイントと
ための準備体操を行う。 ｜ ｜ かどうか実態を把握す｜ 注意点（安全面、木道で

る。（質問、声かけ） ｜ のマナー）について説明
する。

3 尾瀬散策
・尾瀬特有の自然を体験する

5時間 lo 説明の中で特殊な生
態などがあれば、一緒
に共感する。

0 生徒の体調面に気を
配る。

0 植物や生態について、
実物を用いて説明する。

0 森林や自然に対しての
思いを伝える。

4 本時の学習を振り返り、気づいた 110分 10 事後学習や文化祭で10 本時の反省点を伝え
ことや感想をまとめる。 ｜ ｜ の発表を意識させ、細｜ る。

かくメモをとらせる。
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森林環境学習指導案  
                              金山町立金山中学校  

授業計画例 木材加工（下駄箱製作）  
 
１ 単元名 「間伐材を活用した木材加工」  
 
２ 本時のねらい  
  環境を守る森林の働きを理解するために、間伐する理由と木材の特性を学び、森を育 

てる意義を理解するとともに、森林環境に関する理解を深める。  
 
３ 活動の流れ  

 
学 習 内 容  

 
指 導 上 の 留 意 点  

 
１ 本時の課題を理解する。  
（１）森林が無くなったら、どうなるか 

  を考えさせる。  
  ・ 酸素がなくなる。  
  ・ 動物が呼吸できなくなる。  
  ・ 生物が全滅する。  
（２）環境の良い森林はどのような条件 

  が必要なのかを理解させる。  
   ・ 日光があたる。  
   ・ 栄養が十分ある。  
（３）本時の課題を理解する。  

 
 
○  理科で学習した光合成のはたらきと 

関連づけ、植物がでんぷんを作り、酸 素

を発生することを確認する。  
 
 
○  学校近くの杉林の、内側から撮影し 

た写真を提示し、杉の葉が無いことに 

気づかせる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○  地元の製材業者を講師に迎え、間伐 

作業しない杉の中身とその原因を説明 

していただく。  
○  間伐された杉の有効利用を理解させ 

る。  
 

 
 
 

豊かな森林を維持するために必  
要なことは何だろうか。  

 
 
 

 
２  豊かな森林を維持する作業を理解す 

る。  
（１）間伐作業を理解する。  
（２）間伐作業（手入れ）をしない杉の 

  木と間伐作業した木の違いを理解す 

  る。  
 
 
 
 
（３）間伐材の特徴を理解する。  
 
 



 
 
３  間伐材を使用した木材製品を作成す 

る。  
（１）材料としての杉の特徴を理解する。  
 
 
 
 
 
 
（２）材料を分担して組み立てる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  間伐作業と間伐材の利用について理 

解する。  
（１）間伐作業の必要性を理解する。  
  ・ 適度に日光が当たる。  
  ・ 枝打ち作業  
 
（２）間伐材の利用方法を理解する。  
  ・ 木材（柱 板）  
    ・ バイオマス燃料  
    ・ 合板等  
 
 
 

 
 
 
○ 木目だけではなく、香りや肌触りを 

確認する。  
○ 杉の木の耐久性を、１００年前の住 

宅を例に理解させる。  
 
 
 
○ 組み立てる際に、繊維方向を意識さ 

せる。  
 
○ 材料の特徴に応じた組み立て方法が 

あることに気づかせる。  
 
 
○ 組み立て作業あるいは切断作業にあ 

たっては、二人一組で取り組み、怪我 

の防止に努める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 材料として杉の木を植えるには、最 

初に密集して植えることで、木がまっ 

すぐに育ち、材料としての価値が上が 

ることを理解させる。  
○ 間伐だけでなく、枝打ちを行うこと 

で、材料としての価値を上げる作業の 

必要性を理解させる。  
○ 間伐材の有効活用の必要性を理解さ 

せる。  
 
 

 



平成２９年度 第３学年森林環境学習実施計画
～総合的な学習の時間～

中学校
１ ねらい
（１）森林のもつ国土保全や地球温暖化防止などの多面的機能を理解し，森林資源を適

切に整備しながら循環的に利用していくことの大切さを学ぶ。
（２）地域の自然や歴史，環境について体験学習を通して理解を深め，自然愛護，環境

保全の心を育てる。
（３）北塩原村の自然景観を代表する雄国沼周辺の自然を観察し，郷土の自然と歴史に

誇りをもつ。

２ 実施期日
平成２９年７月７日（金）【小雨決行】 ※予備日：７月１２日（水）
※なお，大雨・荒天時には，６時に緊急連絡網で順延の連絡をする。
また，学校配信メールでも通知する。授業については，曜日交換をし，水曜日
の授業の準備をする。

３ 参加者
３年生 １５名
引率者

エコツーリズム講師(裏磐梯エコガイドの会所属)
さん さん

※ 朝の合流地点：ラビスパ裏磐梯向かい，保健センター入口(国道沿い)

４ 場 所
雄国沼周辺 「雄国沼の歴史，自然環境を知る」（単元名）

５ 移動方法
村バス

６ 日程・コース エコツーリズム講師合流（ラビスパ向かい，保健センター入口）
学校発 雄子沢登山口 雄国休憩舎（休息） 木道散策
8:30 9:10 10:30 10:45 11:15
（トイレ） （トイレ）
雄国休憩舎（昼食） 雄国休憩舎発 雄国山山頂
12:00 12:40 13:20

（トイレ）
ラビスパ裏磐梯（東登山口） 学校着

15:40 （トイレ） 16:20
７ 準備物

【個人】ザック，雨具，防寒着，弁当，軍手，行動食（チョコや菓子パン）
傘，筆記用具，水筒（ペットボトル可 ただし１㍑は必要）

【学校】経口補水液ＯＳ－１

ニッコーキスゲが咲く雄国沼 金沢峠から見た雄国沼



平成２９年度 第３学年北塩原村史跡巡り体験学習(森林環境体験学習)について 
 

中学校 
１ 目  的 （１）戦国時代東北最大規模を誇った守りの城、柏木城や会津藩の財政を担っ 

た桧原金山・桧原城の様子を見学し、郷土の歴史について理解を深める。 
（２）旧米沢街道を散策することにより、先人の生活や自然環境について理解を 

深める。 
（３）郷土の伝統的な木地玩具「守り狐」や北塩原の特産・山塩についての理解 

を深める。 
  
２ 実 施 日  平成２９年９月１５日（金） 第１校時～第６校時   ※雨天実施 
 
３ 参加対象  第３学年 １１名（男子８名 女子３名） 
 
４ 引  率  学校：担任     、ＡＬＴ     先生 
        裏磐梯エコツーリズム協会：（     さん） 
         ※村バス使用     運転：（   さん） 
 
５ 日  程   ８：１５  日程確認・健康観察（教室） ※必ずトイレを済ませる。 
         ８：２０  玄関集合・あいさつ 
         ８：３０  学校出発（行程については後日調整） 
        １２：３０  学校到着 

   昼食・昼休み 
        以降、短縮での授業日課表 
１３：２５～１４：１０  学校で守り狐絵付け体験（美術室） 
１４：２０～１５：０５  感想・反省記入 
１５：０５～１５：２５  簡単清掃 

帰りの学級活動 
終了次第、放課後の活動か下校 

 
６ 持 ち 物  ○服装は体操着（長袖・長ズボン）・リュック 

○筆記用具・資料（しおり）・弁当・水筒・タオル・ティッシュ・帽子・ 
雨具（カッパが良い）・敷物やシート・（軍手） 

※天候によっては長靴か冬用の靴など濡れても大丈夫な靴を用意する。 
（バスの中に置いておき、天候により必要なときに履き替える。） 
 

７ 準備物(学校) カメラ、救急用品、守り狐実習費（８００円×１３名分）、謝礼、領収書 
 
８ 実施までの日程 
        ７・８月中   エコツーリズム協会（    さん）と日程調整 

９月上旬    事前指導（道徳【郷土を愛する心】） 
（北塩原村の史跡について事前学習・資料内容の読み合わせ） 

        ９月１９日(火) 森林環境体験学習（北塩原村史跡学習・自然散策） 
                事後指導（体験学習のまとめ・感想） 
 
９ 注意事項 （１） 引率の先生並びにエコツーリズムの方々の指示に従って行動する。 

（２） 準備をしっかりして参加する。   
（３） 説明を良く聞き、必要なことはメモをする。 
（４） バス酔いをする人は、各自酔い止めの薬を飲むなどの対応をする。  
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森林環境学習 (総合の時間の中で)

喜多方市立会北中学校

1 学習のねらい

(1)森 林のはたらきについて理解することができる。

(2)学 校敷地内の冬囲いの仕方を実習する。

2 日 時   平成 29年 11月 15日 (水)5。 6校時 (100分 )

3 参加者   全校生 59名 と保護者

4 講 師   喜多方市人材派遣センターの方たち

5 活動の流れ

学習内容 時  間 教師の支援

森林のはたらきについて学ぶ

水をきれいにするはたらきがある。

洪水を防ぐはたらきがある。

木材 として利用 されている。

校舎敷地内の木材の冬囲いの仕方に

ついて学習する。
。人材センターの方たちの冬囲いの

方法をよく見て,理解する。

・低い木,高い木の冬囲いの仕方を実

際に見ることで,理解する。

人材セ ンターの方たちの指導 を う

け,校舎敷地内の木の冬囲いを行 う。

生徒は時に低木の冬囲いを中心に行

う。

保護者 と協力 して行 う。

終了後,人材センターの方たちの話

を聞く。

木々を思 う心を知る。

10

20

60

①熱塩加納地域 の森林 について考

え,その役割について気づかせる。,

①人材センターの方の説明を,

聞くようにする。

○ケガなどないよ

う支援する。

う注意 して行 うよ

○縄 ,カ ッター,ハンマーな ど必要

なものを準備す る。

①全員 ,けがな どないか確認す る。



1

2

3





1

2

3

4

5

11:15

2 2 4

20

7:30



11:30

13:15

13:45 14:45

27

○持ち物　　水筒、バケツ（学校で用意）

○服　装　　長靴、長袖、長ズボン、タオル、帽子、軍手



総合的な学習の時間 森林学習について

1 実施学年

金校生徒（中学1年～3年）

2 教科

総合的な学習の時間

3 単元名

矢ノ原湿原の散策をしよう

4 単元のねらい

( 1 ）森や自然や郷土を大切にしようとする心を育てる。

(2）体験活動を通して，環境保全について関心をもたせる。

5 指導計画

段階 学習内容 時間

「矢ノ原湿原について学ぼうJ
事前 指導

森の案内人による出前講座を実絡し，矢ノ原湿原の歴史や生息する動植物の存在を知る。

「矢ノ原湿原で動催物を探そうJ
湿原散策

森の案内人3名のガイドで湿原散策をし，矢ノ原湿原固有の動継物を 発見する。

「振り返りをしようj
事後指導 1 

湿原散策の振り返りを感想用紙に記入し，矢ノ原湿原の良さや大切さに気づく。

6 実際の活動

段階 活動の様子学習活動・内容

1 森の案内人による出前 10 プリントや写真・実物を用いて詳しい説明を受けた。

講座を講義形式で実 施

し，矢ノ原湿原の歴史や

生息する動植物生態など

を詳しく学習した。

事

前

指

導

2 班ごとに森の案内人に \O 3班それぞれにガイドがつき，詳しく説明を受けた。

ガイドをしていただきな

がらハッチョウトンボな

どの矢ノ原湿原固有の動

植物を観察した。

湿

原

散

策

0 矢ノ原湿原3 湿原散策の振り返りを 10 代表生さによる全体発表

感想用紙に記入し，班で

発表した。その後全体で

矢ノ原湿原の良さや大切

さについて確認した。

事

後

指

導

昭和村立昭和中学校
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第２学年２組 森林環境学習 学習指導案 

平成２９年１０月３０日（月）第１校時 

授業者：    

１ 学習のねらい 

○ 自然界における生物の相互関係や，自然と人間のかかわり方について感心を持つことができる。 

○ 生物と環境を知り，生態系への理解を深めることができる。

○ 自然ふれあい体験活動を通して，生態系について興味・感心を持ち，環境保全の意義について自

分の考えを持つことができる。

２ 関連教科・学習年次 

  社会科 １学年「世界のさまざまな地域」 

２学年「日本のさまざまな地域」 

理科 １学年「植物の世界」  

２学年「動物の生活と生物の変遷」  

３学年「生命の連続性」「地球とわたしたちの未来のために」 

  保健・体育 ２学年「傷害の防止」 

  技術・家庭 ２学年「エネルギー変換に関する技術」 

３学年「生物育成に関する技術」 

  道徳 「自然愛護」「生命の尊重」 

３ 指導計画【教科名】（総授業時間２時間） 

（１）生物多様性と人間【理科】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１時間）（本時）

（２）自然ふれあい体験活動【総合的な学習】・・・・・・・・・・・・・（１時間）

４ 本時の目標 

（１）生物多様性と人間

 自然環境内では，1つの生態系の中で種間・遺伝子間の多様性があることを知り，生物多様性につ

いて興味・関心を持ち，あわせて，環境保全や生物多様性について自分の考えを持つことができる。 

（２）自然ふれあい体験

 散策コースに生息している生物の写真を撮影し，観察した特徴をまとめ，生物図鑑を作成する活

動を通して，生物多様性や環境保全に対する自分の考えを深めると共に，自然愛護や生命の尊厳の

心を養うことができる。 

574
タイプライターテキスト
　　中学校



５ 指導過程 

（１）生物多様性と人間 【 理科 】

段階 

（時間） 
学習活動・内容 形態 

○指導上の留意点

◇手立て ☆達成基準（評価方法）

課 

題 

把 

握 

（5） 

１ 2 種類のタンポポの写真を確認し，普段

見ているタンポポがどちらの写真であるか

を考える。 

２ 本時の課題を把握する。 

グル

ープ 

一斉 

○セイヨウタンポポとニホンタンポポの写

真を見せ，身の回りに咲いているタンポポは

外来種であること理解させる。 

◇全員に課題を把握させるため，ワークシー

トに課題を記入させる。

課 

題 

探 

求 

（30） 

３ グループごとに人間が生態系に与えて

いる影響を考え，グループでまとめた結論を

発表する。 

【資料①】（悪影響） 

熱帯雨林の伐採問題や，外来種の放流に関す

る資料から，生態系が変化していることを考

える。 

【資料②】（好影響） 

森林の管理と環境保全に関する資料から，環

境保護がされていることを考える。 

４ 異なる考えを持つグループに反対のグ

ループからメンバーを派遣し，派遣先でそれ

ぞれの立場の説明をする。 その後，自分の

グループに戻り，派遣先で受けた話し合いの

内容について自分のグループで説明する。 

グル

ープ 

グル

ープ 

○資料①と資料②をそれぞれ別々の班に配

布し，資料から読み取ることができる内容を

班ごとにまとめさせる。 

◇ディスカッションボードやマーカーペン

を準備し，言語活動の振り返りが行えるよう

にする。 

○結論を発表する場面では，人間が生態系に

手を加えることで，「好影響を与えている」

か「悪影響を与えている」かのみを発表させ

る。 

ま 

と 

め 

（15） 

５ 教師の話を聞き，本時のまとめをする。 

○人間が自分たちの生活を豊かにするため

生態系を壊している現状が見られる。

○人工林や田んぼなど，人間の手によって環

境が保護され生物多様性が保たれている。 

６ ワークシートに生物多様性についてわ

かったことや，環境保全に対する自分の考え

をまとめる。 

一斉 ◇1時間の内容を振り返りやすくするため，

配布した資料や，各グループのディスカッシ

ョンボードを黒板に掲示し，自由に確認でき

るようにする。 

生物多様性ってなぁに？ 

☆生物多様性や，環境保全について自分

の考えをまとめることができる。（ワー

クシート）

☆派遣先で資料を活用して説明するこ

とができる。また，派遣先での話し合い

の内容について，自分のグループで説明

することができる。（ワークシート） 

574
タイプライターテキスト
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（２）自然ふれあい体験活動 【 総合的な学習 】 

段階 

（時間） 
学習活動・内容 形態 

○指導上の留意点 

◇手立て  ☆達成基準（評価方法） 

課 

題 

把 

握 

（5） 

１ 前時の復習をする。 

 

 

２ 本時の課題を把握する。 

 

 

一斉 ○人間は生活を豊かにするため生態系を壊

している。その反面，人工林や田んぼなど，

人間の手によって生物多様性ができている。

ことを思い出させる。 

 

課 

題 

探 

求 

（35） 

３ 散策コース周辺に生息している生物を

観察し，その生物の写真を撮影する。 

グル

ープ 

○散策時の注意点を説明する。 

・危険の無いように散策すること。 

・生物を採取しないこと。 

○写真を撮影する場合，撮影対象の生物の特

徴を記録しておくように説明する。 

○散策時に，コース周辺に分布している生物

名を確認しておく。 

 

ま 

と 

め 

（10） 

５ 本時のまとめをする。 

① 生物図鑑の作成 

 撮影した写真と記録した特徴を模造紙に

貼り，生物図鑑を作成する。 

② 感想用紙をまとめる。 

 

 

グル

ープ 

◇あらかじめ確認していた生物名や特徴な

どを教え，図鑑を作成させる。 

 

世界に 1つの生物図鑑をつくろう。 

☆生物の特徴に着目した図鑑を作成す

ることができる。（生物図鑑） 

☆生物図鑑の作成や，散策時の感想をま

とめることができる。（感想用紙） 

574
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